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東日本大震災被災地支援ボランティア終了
ご協力ありがとうございました！

　東日本大震災から4年8か月が経過。福島県双葉町（旧埼玉県立騎西高等学校）への支援活動を皮切りに、石
巻市・東松島市・女川町・南三陸町で災害支援ボランティアのご協力の下、第81便（挽きたての珈琲、かき氷、
豚汁等）まで、活動を継続してまいりました。
　震災直後に災害支援ボランティア希望者を募り、市内の被災された要援護者宅の瓦礫の片づけや給水活動等
に取組みました。また、市外の被災者に対しては、ガールスカウト団員・中学生・高校生・ボランティアの皆
さんのお力添えによって、挽きたて珈琲の提供とおしゃべり茶話会を第81便まで継続することができ、大きな
役割を果たしてまいりましたが、去る、10月13日（火）の東松島市堰の内南仮設住宅での活動をもって支援活
動を終了することになりました。今までご協力いただきました皆様に、心より感謝申し上げます。
　今後も被災地との連携をとりながら、一日も早い被災地の復旧・復興に尽力していきます。

人をいたわる優しい心～福祉体験～
　10月23日（金）に上松山小学校の4年生を対象に
した福祉体験を行いました。
　4年1組が28名、2組が26名。車イスや、白杖な
どを通し、障害のある方の生活がいかに大変か、高
齢者の行動の大変さを学習しました。思いやりの心
で自分なりの手助けをしてほしいと思います。

　11月12日（木）、熟田小学校4年生20名を対象に福
祉体験を行いました。この体験は、自分との違いを体
で感じることで、人をいたわれる優しい心を育むため
行っており、この日は、車イス・白杖・高齢者疑似体
験を行いました。車イス・白杖体験では2人組で足・
目が不自由な方の体験とその介助を行いました。高齢
者疑似体験では、シニアポーズと呼ばれる専用の装具
を身につけ、腰や膝が曲がって歩きにくい、肩が上げ
づらい、耳が聞こえにくいなど高齢者によくみられる
症状を体験しました。

上松山小学校

熟田小学校

東松島市仮設住宅：10月13東松島市仮設住宅：10月13日日

　さくら清修高生徒より、メッセージを添えた刺し子のクッション・香り袋・雑巾のプレゼント。一般の方
から、お米・ゆず・饅頭の差し入れをいただきました。気遣う優しいキモチ。ココロが有り難いですね。

◎支援回数　81回
◎ボランティア参加者　延べ606名
◎支援内容　挽きたての珈琲　10,694杯
　　　　　　かき氷　4,715杯
　　　　　　ポップコーン　1,686杯
　　　　　　綿あめ　460個
　　　　　　その他、支援物資多数
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第10回さくら市福祉まつり開催

南小学童保育センターまつりを開催

　10月17日（土）、市内福祉施設・関係団体の参加のもと、福祉まつりが開催されました。当日の朝は、
あいにくの雨となってしまいましたが、会場となった氏家体育館と体育館駐車場では、福祉施設紹介、市
内幼稚園・保育園・小中学生の作品展示、福祉体験、模擬店やスタンプラリー、ステージショーなどを行
いました。氏家中学校やさくら清修高校生のボランティア協力もあり、会場内は盛り上がり、多くの来場
者でにぎわいました。この福祉まつりをとおして、より多くの方に福祉の心を持っていただければと思い
ます。関係各位の皆様には大変お世話になりました。
　又、福祉まつり参加者の皆様から寄付をいただきましたので、
右記のとおりご報告いたします。ありがとうございました。

　11月8日（日）、南小学童保育センターまつりを開
催しましたが、昨年に引き続き当日はあいにくの雨。
子どもたちや保護者、地域住民の方が来てくれるか心
配していましたが、たくさんの方に来場いただきました。
　屋外のブースには焼きそばやフランクフルトなどの
模擬店が並び、中でもわたあめのブースには長い行列
ができていました。
　悪天候の中での開催となりましたが、朝早くから準
備、ご協力いただいた関係者の皆様、地域、ボラン
ティアの皆様ありがとうございました。
　次回こそは晴天に恵まれることを祈りたいです。

福祉まつり寄付一覧

金額（円）団体名
25,931区長会（氏家地区）1
9,710区長会（喜連川地区）2
5,000青少年クラブ協議会3
3,801ほっと喜連川デイサービス4
8,150上松山児童センター5
3,720ガールスカウト栃木県連盟第20団6
10,250にこにこクラブ7
3,040さくら陶芸講座8
10,000V．ゆびきり9
2,000消費者友の会10
9,030ワコちゃんの会11
1,593国立きぬ川学院12
2,000生活研究グループ協議会13
10,000いきいきクラブ連合会14
10,000喜連川陶芸クラブ15
9,899喜楽会16
24,326民生委員・児童委員協議会連合会17
3,550さくら市更生保護女性会18

141,000社会福祉協議会19
23,946ケアステージ氏家20
316,946合　計

会場となった氏家体育館（左写真）と体育館駐車場（右写真）は多くの来場者でにぎわいました。

福祉まつり開会式にて実行委員長あいさつ ジョイフルリバーアンサンブルによるハーモニカ演奏

さくら市社協だより

（順不同・敬称略）
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一人暮らし高齢者のつどい
　11月7日（土）氏家公民館ホールにおいて、
五家英子さんを迎え第7回福祉講演会を開催
しました。
　講演会で五家さんは難病により片方の目が
見えないというお話をされ、しかし、そうした
障がいがありながらも、その歌や踊りでは常
に笑顔を絶やさない五家さんの気力、心遣い
に感銘を受けました。五家さんは「いつも笑顔
で元気で　目標125歳」をモットーとしてお
り、さくら市にもその笑顔と元気を運んでく
れました。
　五家さんの仲間もかけつけてくれて、さく
ら市からはよさこい桜（代表吉沢礼子さん）の
皆さんが踊りで講演会をさらに盛り上げてく
ださいました。

いつも笑顔で元気で　目標125歳！
　9月29日（火）、75歳以上の一人暮らし高齢
者を対象とした集いを開催。
　栃木市の山車会館、巴波川の遊覧船、とちぎ
花センターを巡るコースに36人が参加しまし
た。
　山車会館ととちぎ花センターでは職員が丁
寧に解説していただき、遊覧船では船頭さん
が唄を披露してくれました。また、お昼はバ
イキングでたくさんの料理に舌鼓を打つこと
ができて、参加者一同楽しく仲良く、いい一日
を過ごしていただきました。

友愛訪問
　さくら市いきいきクラブ連合会（花塚發会長）は、市内
31の単位老人クラブで構成され、861名の方々が会員
として活動しています。
　主な活動としては、各種スポーツ大会、会員作品展、
ウォーキング・健康体操・健康づくり講演会などの健康増
進事業、視察研修、社会貢献活動、その他会員の親睦・交
流事業などです。また、各単位老人クラブでも、連合会各
種事業への参加協力はもとより、それぞれが工夫を凝らし
た様々な活動を行っています。
　仕事を辞めると、どうしても家に閉じこもりがちになりま
す。反面、第二の人生を楽しく過ごしたい。とは、誰もが思
うことであり、そうした仲間づくりの場が老人クラブです。
　地域で生活していく中で、仲間がいることは大きな安心
につながり、心身の健康維持・増進に大きく役立ちます。
　どうぞ、これからの人生をより豊かに、より楽しく過ごし
ていくためにも、老人クラブに加入して、仲間と共に活動し
ていってください。
　ご自分の近くの老人クラブのことが知りたいときは、いき
いきクラブ連合会事務局にお問い合わせください。
事務局　さくら市社会福祉協議会内
電話 686−2670
FAX 686−2423

福祉団体紹介 さくら市いきいきクラブ連合会
　75歳以上の一人暮らし高齢者を対象とした
見守り活動事業として、例年、豆餅の配布が行
われています。今年度も、行政区長の皆さん
のご協力により、12月22日に餅つきが行わ
れ、出来上がった豆餅が各地区の民生児童委
員の皆さんにより対象者宅に配られました。
　どうぞ、この一年がいい年でありますよう
に。



 9月14日（月）　栃木県ハーモニカ協会 11月4日（水）さくら清修高等学校

ご寄付・善意ありがとうございましたご寄付・善意ありがとうございましたご寄付・善意ありがとうございましたご寄付・善意ありがとうございました

9/20　日光市泥だ
しボランティア後、
生徒会が生徒に呼
びかけ、募金活動
を始めた募金をお
預かりしました。

下記の皆様より、栃木県台風18号等災害義援金をお預かりし、栃木県共同募金会へ送金しました。

さくら市社協だよりさくら市社協だよりさくら市社協だより
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平成27年11月19日までの分を載せさせていただきます。（敬称略）
 ペットボトルキャップ 
カルガモ代行　高瀬ミヨ　蒲須坂手塚　加藤美雪　ケアステージ氏家　小沼安子　ケアサポートまもる　カ−ブス　
田口昭子　黒須病院　亀田　相吉澤愛忠　長島キヌ　狭間田女性会アルミの和　吉田陽一　赤羽富子　小倉
一条忠男　橋本モト　見目春江　塩田政子　ＫＩ　堀井公美子　小野崎基　ダイニングなごみ　乙畑小学校
木村清子　フクシマ　お姫様　さくら清修高校　本町松寿会　にこにこクラブ　大貫セキ
セブンイレブンさくら氏家店　セブンイレブンさくら馬場北店　小口峰司　大槻新聞　ＡＳＡ矢板　新井家　匿名
さくら市役所生涯学習課　萩村照子　船山建設工業　仲澤ミチ　加藤雅英　木村由美子　フレあい　一条小雪
大久保孝造　小嶋真智子　手塚悦子　吉澤タチ子　鈴木他人雄　上野なごみ会　小松道子　佐藤政和　増渕イク
明治安田生命矢板営業所　読売新聞氏家店　岡本キヌエ　増渕イチ　高橋小夜子　柿木澤行政区
ヤマザキショップ氏家中学校前店　古口栄子　澤村貴文　坂本トシエ　泉小学校　齋藤サチ子　渡辺君枝　福田利幸
読売センター氏家店　小口サクノ　瀧澤音色　森田元吉　岡本陽子　白井新　小林昌子　熟田小学校　寺山ヨシ
菊地史江　永野とし子　小野良子　南那須特別支援学校　すずらん作業所　小林靖男　深尾淳　高塩和子　タートル
片岡中学校生徒会　ウクレレレレ・マナ・マナ　堀川ゴム　喜連川児童センター　渡辺好三　廣瀬恵治　
三菱ふそう研究所　喜連川小学校　飛田光司　滝口ユキ子　碓氷ヒロ子　荒巻昭光　及川敏子　荒川文子
氏家児童センター　森利夫　大島早智子　鈴木明美　小島光子　角田寿男　氏家ライオンズクラブ　薄井一男
平野三郎　喜連川草刈班　笹沼秀子　浅田滋　渡辺重夫　大門アサ　田口春江　横塚ふみ子　新井和子　滝口尚子
中里フミ　喜連川カントリークラブ　黒尾英子　小林裕明

 プルタブ 
池田洋子　本町松寿会　小沼安子　荒井家　匿名　ケアステージ氏家　フレあい　小野崎基　吉澤タチ子
鈴木他人雄　坂本トシエ　齋藤サチ子　福田利幸　阿久津キン　小口サクノ　寺山ヨシ　タートル　田口春江
田村康子　堀川ゴム　飛田光司　及川敏子　森利夫　喜連川草刈班　渡辺重夫　大門アサ　三菱ふそう研究所
蒲須坂手塚　加藤美雪　お姫様　吉田陽一　小嶋真智子　小倉　橋本モト　塩田政子　ＫＩ

 古切手 
さくら清修高校　湯沢千恵子　荒井家　匿名　仲澤ミチ　増渕イチ　小野良子　渡辺君枝
お姫様　石田かずゑ　及川敏子　ケアステージ氏家　萩村照子　ＫＩ　氏家中学校

 ベルマーク 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 古ハガキ 
さくら清修高校　及川敏子　匿名　池田洋子　新井家　　　 及川敏子

＊上松山児童センター児童厚生員
【募集人員】1名
【職務内容】児童センターを利用する児童の遊び等を指導する
【応募資格】保育士、教員等の資格を有する者
【賃 金 等】月額176,000円　社保・雇用保険加入
＊学童保育指導員（上松山・南・押上・熟田小学校学童保育室勤務）
【募集人員】19名程度
【応募資格】18歳以上の方
【賃　　金】有資格者：1,100円　　無資格者：1,000円
＊どちらの職種とも
【任用期間】平成28年4月1日から平成29年3月31日
【申込期限】平成28年2月10日（水）
【申込方法】社会福祉協議会にある履歴書に必要事項を記入し提出してく

ださい。なお、資格証明書の写しも添付してください。
＊その他、わからないことは社協事務局へお問い合わせください。

平成28年度職員募集

ちょっとボラにご協力いただきありがとうございます。

講演会開催のお知らせ

日時：平成28年1月28日（木）
　　　午後1時30分から3時
場所：氏家公民館ホール
講演：「今、伝えたいこと」
　講師：須田めぐみ氏（宮城県女川町社会福祉協議会職員）
　内容：自身も津波に巻き込まれたり、た

くさんの人が波にのみ込まれ、助
けたくても助けられなかった無力
さを感じたそうです。そうした自
身の体験をもとに、被災地の“今”
を伝えます。

＊当日、会場内ではパネルや映像で本市の被災地
支援をふりかえります。

さくら福祉フェスタ2016
〜被災地支援をふりかえる〜

前回の社協だよりの中でエコキャップとプルタブをご寄附いただいた海老根悦子さんを海老原悦子さんと掲載してしまいました。書面を以てお詫び申し上げます。
釈 若錫錫錫錫錫


